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「〈言語=行 為>観 」 に基 づ く目本語教育 に
お ける 「文型」 の位 置 づけ.
蒲 谷 宏
は じ め に
本稿 は,「〈言語=行 為>観 」,すなわち 〈「言語」 とは,r音声」 あるいは
r文字」 をr媒 材 」 とした,r主体」 のr表 現行 為」 また はr理 解行為 」そ
の ものである>と い う 「言語観」 に基 づ く 「日本語教育 」 において,「文
型」 とい うものが どのよ うに位置 づけ られ るのかを考察 したものである。
いわ ゆる 「文型」 は,日 本語教 育,特 にその初級 段階 にお ける教育 にお
い て,重 要 な指導 ・学習項 目となってい る・ しかし,r文 型」 とは何 であ
るのか とい う 「文型」 の本質 に関わ る規定 は,必 ず しも明確 になって いる
わけで はない。
これ までにもr文 型」 とは何か を明 らかにするための調査 ・考察 を試 み
たが1),本稿 にお いては,「文型」 の本 質 を考 えてい くための一段階 とし
て,筆 者 の考 える日本語教育 にお ける 「文型」の位置 づけ を提示 しておき
たい と、思 う。
1rく言語=行 為〉観」 に基づ く目本語教 育
1・1「〈言語=行 為>観 」・
一)rr文型 」 をめ ぐる問 題 点Jア 講座 日本 語 教 育 』 第30分 冊 〔1995〉・「「文 型 」 と
は何 か一 日本 語教 育 に お ける π文 型 」 の位 置 づ け一 」?講 座 目本 語 教 育』 第M
分 冊(四96)
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「〈言語=行 為>観 」 とい うのは,〈「言語」 とは,「音声」 あ るい は 「文
字」 を 「媒材」 とした,「主体」 の 「表現行 為」 また は 「理解行 為」で あ
る〉と規定す る 「言語観 」の ことである2)。
① 「音声」 を用 いた 「表現行為 」,すなわち 「話 す」 とい う行為 は,基 本
的に次の ような一連 の行 為 によって成 り立っ。
「話 し手(「表現主体」)」が
r話したいこと(r表現意 図」)」を実現 するために,
「場」(「文脈 」「状況 」「雰 囲気」)や 「人間関係」(「自分」一相手」 「話題 の
人物」相互 の関係)を 認識 し,
「話 しこ とばである こと(「表現形態」)」を考慮 しつつ,
「何 について話 すか(「題材 」)」「何 を話 すか(「内容」)」を選択 し,
適当な 「コ トバ」(「言材」)によって,一 ま とま りの 「談話」(「文話」)を
構成 し,「音声化」す る
② 「音 声Jに よる 「理解行為」,す なわ ち 「聞 く」 とい う行為 は,基 本 的
に次のよ うな一連 の行為 によって成 り立つ。
「聞 き手(「理解主体」)」が
「聞 きたい とい う気持 ち(「理解意図」)」を持 ち,
「場」(「文脈」「状況」「雰囲気」)や「人問関係」(「自分」「相手」「話題 の
人物」相 互の関係)を 認識 し,
「話 しことば であること(「表現形態」)」を考慮 しつつ,
「談話』(「文話」)の展開 に即 して,「音声」 に 「コ トバ」(「言材 」)を適合
させ,
「何 について話 されてい るか(「題材」)」「何 が話 され ているか(「内容 」)」
2)以 下 の記 述 に つ い て 詳 し くは,拙 稿 「「言 語=行 為 観 」 にお け る 「行 為 」 に
つ いて 」 『国 語 学 研 究 と資料 』17(1993)・同 「「〈言 語=行 為 〉観」 に基 づ く 「言 語
教 育」 につ い て」 『早 稲 田大 学 日本 語 研 究 教 育 セ ン ター 紀 要 』7(1995)を参 照 され
た い。
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を把握 し,
「相手 」の 「表現意 図」 を理解す る
③ 「文字 」 を用 いた 「表現行為」,すなわ ち 「書 く」 とい う行 為 は,基 本
的に次 のよ うな一連 の行為 によって成 り立 つ。
「書 き手(「表現 主体」)」が
「書 きたい こと(「表現意 図」)」を実現 す るために,
「揚」(「文脈」 「状況」「雰囲気」)や 「人間関係 」(「自分」「相手」「話題 の
人物」相互 の関係)を 認識 し,
r書きことぱであ ること(r表現形態」)」を考慮 しっっ,
「何 について書 くか(「題材」)」「何 を書 くが(「内容」)」を選択 し,
適 当な 「コ トバ」(「言材 」)によって,一 ま とま りの 「文章 」(「文話 」)を
構成 し,「文字化」 する
④ 「文字」 による 「理解行為」,すなわ ち 「読 む」 とい う行 為は,基 本的
に次の ような一連 の行為 によって成 り立っ。
「読み手(「理解 主体 」)」が
「読みたい とい う気持 ち(「理解意図」)」を持 ち,
「場」(「文脈」 「状況」「雰囲気」)や 「人間関係 」(「自分」「相手」「話題 の
人物」相互 の関係)を 認識 し,
「書 きことばであ ること(「表現形態」)」を考慮 しっつ,
「文章」(「文話」)の展開 に即 して,「文字」 に 「コ トパ」(「言材 」)を適合
させ,
「何 について書 かれ てい るか(「題材 」)」「何 が書 かれ てい るか(「内容 」)」
を把握 し,
「相手」の 「表 現意図」 を理解す る
「〈言語=行 為>観 」 においては,「言語」 と規 定 され るものは あ くまで
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もこれ ら一連 の 「行為」 だけであって,こ うした 「行為」 を離れた ところ
に 「言語」 の存在 を認 める もので はない。 したがって,同 じ く 「言語行
為 」 といって も 〈「言語」 を用い た 「行為」>とい う考 え方 とは,根 本的 に
異 なるものであ る。
また,「〈言 語 二行 為〉観」 にお いて重視 され るのは,こ うした一連 あ
「行為」全 体で あって,そ の部分的 な行為 ではない。部分的 な行為 はあ く
まで も 「表現行為 」・「理解行 為」全体 の 中において意味 を もつ もので あ
る。「表現 行為」・「理解行為」 の全体 を重視 す るとい うことは,要 す るに
「言語」 とはすな わち 「音声 ・文字 による伝達行 為」 と捉 えるこ となので
ある9
1・2「(言語=行 為〉観」 に基づ く日本語教育
こ うした 「く言語=行 為>観 」 に基 づ く日本 語教 育 とい うのは,日 本 語
を母語 としない学習者 に,目 本語 の 「表現行 為」・「理解行為」,す なわ ち
日本語 による 「伝 達行為」 を習得 させ るた めの教育 とい うことになる。
日本語 による 「表現行為 」・「理解行為」 の 「主体 」は,あ くまで も 「学
習者」 であ る。上述 の 「話す ・聞 く ・書 く ・読むJと い う四形態 の 「行
為」 を行 うのは 「学習者」 自身 であ り,「学習者」 が文字 どお り主体的 に
それ らの行 為 を行 わないか ぎ り,「目本語学 習」 は成立 しない し,当 然,
目本語 の 「習得」 もあ り得 ないのである。
した がって,「教 師」 の役割 は,「学習者」 自身 が 日本語 の 「表 現主 体
(「話 し手」・「書 き手 」)」として,あ るいは 「理解主体(「聞 き手」・「読 み
手 」)」として,日 本語 のr表 現行為(r話す」・r書く」)」あるいはr理 解行
為(「聞 く」・「読 む」)」を的確 に行 えるよ うな指導 ・援助 をす るこ とにな る
わけである。.
先に 「行為」 の全体 が重要であ ると述 べた とお り,1・1の① か ら ④ に
お いて示 したそれぞれ の一連 の行為 はすべ てが大切 な行 為で はある.が,
中でも特 に重要なのは,学 習者 に 「意図」 と 「文話」 とを的確 につ なぐこ
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とのできる 目本語能力 を習得 させ るこ とで ある。 これは,つ ま り,<「表現
主体」 として の学習者が,「表現 意図」 を持 ち,そ の 「表 現意 図」 を的確1
に実現す るために,適 当な 「コ トバ」(「言 材」)によって適切 な 「文話 」 を
構成 す るこ とがで きる>よ うにす るこ と,ま た,〈「理解主 体」 としての学.
習者 が,「文話 」 の展 開 に即 して,「音声」・「文字」 に適 当な 「コ トバ」
(r言材」)を適合 させ,r題 材」r内容」 を把 握 した上 で,r相 手 」 のr表 現
意図」が理解 で きる>よ うにするこ とである。その際,学 習者 の 「表現 行
為」・「理解行為」 の能力 を養成す るために必要 な知識 を与 えた り,方 法論
を示 した りす る ことなどは,意 味 のある指導 となるだろ う。
言語教 育 にお いて 「コミュニケーシ ョン」 を重視 す るとい う考 え方 は,
最近 ではやや言 い古 され た感 もある。 しか し・先 にも触 れた よ うに・「言
語」それ 自体 を扱 うことが 「コミュニケー シ ョン」 を考 えるこ とに直結 し
ている 「〈言語=行 為〉観 」 と,〈「コ ミュニケー シ ョン」 とは別 に 「言語
とい うもの」 があ り,そ れ を使って コミュニケーシ ョンをす る とい う考 え
方〉とは,根 本 的 に異 なる。そのため,「 コ ミュニケーシ ョン重視」 とい
って も,そ の根 底 にあ る捉 え方 の違 い には留意す る必要 が あるだ ろ う。
「<言語=行 為〉観 」 における 目本語教育 に.おい ては,「話 し,聞 き」 とい
うこ とぎけではな く,「書 き,読 む」 とい う行為 にお いて も,当 然 「コ ミ
ュニケーシ ョン」 とい うこ とぷ重視 され る。 したが って,例 えば 〈読み書
きだけでは,言 語 は学べ てもコミュニケーシ ョン能力 が高 ま らない,コ ミ
ュニケーシ ョンを重視す るな ら・ もっと話 した り,聞 いた りさせ なければ
だめだ〉な どとい う考 え方 とは,ま った く相容 れないわ けで ある。
2「 文型」 の位置づ け
こ うした 「〈言語=行 為〉観」 に基 づ く目本 語教育 にお いて・ 「文型」
一 「文」 の 「型」一 とい うものが どのよ うに位置づ け られ るのかを検討
してい くこ とに したい。
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2・1「文」の位置 づけ
まず,「文」 の 「型 」 としての 「文型」 を考えてい くた めの大前提 とも
言 える 「文」 について見てい くこ とにす る。
「文 」 とい うもの の内包 を厳密 に定義 す るこ とはむず か しい のだ が,
「〈言語=行 為>観 」 における 「文」 の位置づ け とい う意味 での規定 をす る
と,
規定1〈 「文」 とは 「文話」 を構成 す る基本的 な単位 である〉
と言 うこ とが できる。
「文話」 は,あ る 「表 現意図」 を叶 えるための質的統一体,い わば,あ
るr意 図」 を持 った一ま とま りの表現 と言 えるものであるが,通 常,複 数
の 「文」 によ り構成 される。例 えば,「自己紹介す る」 とい う 「表現意 図」
を持っ,rは じめま して。 わた しは,王 といい ます 。 中国 か ら来 ました。
ど うぞ,よ ろ しくお願 い します。」 な どといった 「文話」は,複 数 の 「文」
によって構成 され てい るわ けで ある。 したがって,「は じめま して。」「わ
た しは,王 といい ます ・」「中国 か ら来 ま した。」 とい うそれぞれ の 「文」
は,こ の 自己紹介 の 「文話」 を構成 す る基本 的な単位 としての役割 を担 っ
ている と言 え るのであ る。 もちろん・状 況 によっては,「わた しは,王 と
い います 。」 とい う一 つ の 「文」 だけで 「自己紹 介」 とい う意 図 を持 つ
「文話」 が構 成で きるこ ともある。 ただ し,そ の場合 には 「わた しは,王
といい ます。」 とい う 「文」 がす なわ ち 「文話」 とな るわけである。
上 の規定 とは別 に,「文」 は基本的 にはい くつ かの 「言材」(「コ トバ 」)
か ら成 り立 っている とい う点か ら,次 のよ うに規定す ることもで きる。
規定 ∬ 〈「文」 とは 「言材 」 によって構成 され る基本 的な単位 である〉
例 えば 「わ た しは,王 といいます 。」 とい う 「文」 は,「わた し」 「は」
「王」「と」「い う」 「ます」 とい った 「言材」 によって構 成 されているわけ
である。
先 の 「文」 と 「文話Jと の関係 と同様 に,例 えば 「王 。」 とい う 「文 」
は,一 つの 「言材」 だけから成 り立 ってはいるが,そ れ 自体 は 「言材 」 で
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はな く,あ くまで も一つ の 「文」 であ る。・(さらに言 えば,「王 。」 だ けで
「文話」 となる場合 もある。)
以上 のr文 」の二種 の規定 は,r文」 とい うものの二面性 を表 す もの で
あるが,「〈言語=行 為>観 」 において重要 な ことは,「文 」が 「文話 」や
r言材」 と離れ て規 定 できるものではない とい うこ と,言 い換 えればr文 」
とい うものが 「表現行為」や 「理解行為」 の中で独立 した位 置づ けを持つ
もので はない とい うことである3毛
2・2「言語Jに お ける 「型」
「文型」 につ いての位置 づ けを述べ る前 に,「型」 とい うもの にっ いて考
えてお くことにす る。「文型Jが ぐ「文」 の 「型」>と言われ る意味 もそ こに
含 まれ て くると思 われ るか らである。
「型」 とい う言葉 の意 味 として,例 えば 『広辞苑`に は,
目「、一(普通 「型」 と書 く)個々の ものの形 を生ず る もととな るもの,ま た
は個 々 の形 か ら抽 象 され るもの。 ① 形 を作 り出す も とに なる もの。鋳
型 ・型 紙 な どの類 。② 伝 統 ・習慣 として決 まった形式 。③ 武道 ・芸能 ・
スポー ッな ど.で,規範 となる方式 。④ もの を類 に分 けた時,そ れぞれ の
特質 をよ く表 した典型 。そのよ うな形式 ・形態 。 タイ プ。パ ターン。…
(用例 は省略)」
な どとある。
「言語」 にお ける 「型」 を考 える際 に,こ こに示 されてい る 「型」 の二
っの捉 え方,す なわち 〈個 々のもの の形 を生 ず るも ととな るもの〉 として
の 「型 」 と〈個々 の形 か ら抽象 され るもの〉としての 「型 」 を区別 してお
くことは重要 である と思われる。
3)「文型」を考えるための大前提 ともなる 「文」が,「表現行為」・「理解行為」
においてそれだけで独立し得 る単位 ではないとい う位置づけは,従 来の 「言語研
究」における見解 とは大きく異なるものである。この点に関する詳しい検討は今後
の課題 としておきたい。
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なぜな ら,「言語 」における 「型」 と して,第 一 に考 え られ るのは,〈個
々の形 か ら抽象 され るもの〉とい う意昧での 「型」 であ って,〈個々の も
のの形 を生ず るもととなるもの〉とい う意昧 での 「型」 ではないか らであ
る。
つ まり,「言語」において考 え られ る 「型」 とい うのは,上 述 の ④ の意
味 での 「型 」一 「典型 」 あ るい は 「類型 」 と言 え るもの一 であ り,①
の 「鋳型 や型紙」 のよ うな 「型」 では ないのであ る。
ところが,「文型 」 とい うものは,特 に教育面 におい ては,<個 々の形 か
ら抽象 され る もの〉と しての 「型 」 ではな く,.〈個 々の ものの形 を生ず る
もととな るもの〉と しての 「型」 として扱 われ ることも多 い ようである。
「文」の 「型」 として,ま ず考 えな ければな らない もの は,あ くまでも
〈個 々の形 か ら抽 象 され るもの〉 としての 「型」 で ある。 そ してそれ が
r文」のr型 」 と言 えるものである ことが確 認 され てか ら,〈個 々の ものの
形 を生ず るもととなるもの>と い う意味 での 「型」 として,学 習 ・教育 に
おいて役立 て られる とい う順序 が守 られ る必要 がある。
「言語」 に何 らか の基 本 的 な 「型」 と呼べ るものが ある とすれぱ ,教
育 ・.学習の第一段階 として,そ うした基本的 なr型 」か ら入 ってい こ うと
す る考 えは,一 つの方法論 として自然 なあ り方 だ と言 うこ とはで きる。 し
か し・ どの よ うな もの を 「型」 として設定す るのか,そ して,そ うした
「型」 を 〈個 々 のものの形 を生 ずる もととな るもの>と い う意 味での 「型」
として捉 え直す ことが可能 であるのか,ま た,ど のよ うに具体的 な教授方
法 を作 りあげてい くのか,ま た,そ うした教授方法 にど うい う意味がある
のかなどとい った ことについての検討 を抜 きに して,安 易に 「型」 を教育
に導入す ることには問題 があるだろ う・
2・3「文」の 「型」 の位置 づけ
以上 のと とを踏 ま え,「文」 の 「型」 とい うものをどのよ うに位置 づけ
るのか とい うことを考えてい くこ とにす る。
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2・1において述べ た 「規定1〈 「文」 とは 「文話」 を構成 す る基本的 な
単位 である〉」 にお ける 「文」 は,基 本 的に,「文話」 で表 され る 「表 現意
図」 や 「意味 ・内容 」 を部分的 に担 うもの とな る。 した が って,そ の
「型」 とい うのも,「文」 の 「形態 上 の型」 としてよ りは,広 義 の 「意味上
の型」 として考 え られる。
例 えば,「 わた しは王 といいます 。」 とい うのは,自 己紹 介 とい う 「意
図」 を持 った 「文話 」において,自 らの姓 を名乗 るとい う 「名乗 り」 の部
分 を担 ってい る 「文」 と言 うことが で きる己 した がって,そ れ を一 つ の
「型」 として捉 えれば,「名乗 りの文型」 な どとい うことにな る。そのよ う
に考 える と,例 えば 「OOと いい ます。」 「わた しは○○ です 。」 な ども
「名乗 りの文型」 の一種 として教 うこ とができるかも しれ ない・
こ うした 「文型」 の捉 え方 は,日 本 語教 育 におけ る常識的 な意味 での
「文型」 とはやや異 なる ものであるが,「文」 を 「文話」 を構 成す る要素 だ
と考 えれば,必 然的 に生 じる 「文」 の 「型 」 の位 置づ けで ある と思 われ
るっ
それ に対 して,「規定IIく「文」 とは 「言材 」 に よって構 成 される基本
的な単位 で ある>」における 「文 」 では,基 本的 に・ どのよ うな 「言材」
が どの よ うに して 「文」 を構成す るの か とい うこ とに焦点 が移 る。例 え
ば,「わた しは王 とい います。」で あれば,「 は」 とい う 「言材 」 の性 質や
「と」 「い う」 な どの 「言材 」 の性質 によって,「一 は一 とい う」 とい
った一っ の 「文型」 を抽 出す るこ とがで きる。「あの人 は山 田さん といい
ます。」 も同 じ 「文型」 による 「文」で あると言 えるわ けである。
これ は,一 般的 な初級教 育な どで も馴染 み のある 「文型」 だ と言 えよ
う。 どの よ うな 「言材」 で,ど の ように して 「文」 を作 るか,と い う点 を
抜 きに して はr表 現行為」 も成 り立たない ことか らすれ ば,こ うしたr文
型」 は極 めて重要 なもの となるわけであ る.。
しか し,先 にも述べ たよ うに,「文」 自体 は本来独 立 した単位 とは言 え
ない。 した がって,「文」 を作 る とい う行為 は,そ れ 自体が独立 し,そ れ
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自俸で完結す る行 為では な く,そ の行為 の前提 として,あ るいは 目的 とし
て くこの 「意図」 を叶 え るためには,ど のよ うな 「文話」 を どの ように し
て作 ってい くか〉とい うことが考 え られてい る必 要が ある。例 えば 「中国
か ら来 ま した。」 とい う 「文」 は,そ れ 自体 で独立 した 「文話」 を構成す
るのでないかぎ り,自 己紹介 とい う意 図を叶 えるためには不十分 なのであ
るか ら,そ の 「文 」 を作 るこ とだけで 「完結 した表現行 為」 とはな らな
い・「文」 を作 る とい う行為 は重 要では あるが,そ れ を 「表 現行為全体 」
か ち切 り離 して,抽 象的 に扱 って もあま り意味 はないので ある。 どの よう
な 「言材 」 が どのよ うに して 「文」 を構 成す るのか とい うタイ プの 「文
型`で は,「文」 を出発点 あるいは到達点 としている点 で,実 際 の 「表現
行 為」・「理解行為」 につな が らない のである。規定Hに お ける 「文」 の
「文型」 の限界 がそ こにあると言えよ う。
「文」 とい う単位 での捉 え方 は,も ちろん重要 な ものでは あるが,実 際
の表現 の多 くが 「文」 だけの単位 では成 り立?て いない以上・ 「文話」 が
持 つほ どの重要性 は 「文」 にはない。「〈言語=行 為〉観」 にお いて重要 な
のは,「意図」 と結ぴ ついてい る 「文話」 の 「型」 なのであ って・そ の意
味 では,「文」 の 「型」 は最重要項 目と言 うこ とはで きない。
しか し,逆 に言 えば,「文話」 の 「型 」に も関わ る 「文」 の 「型 」 は重
要 なものにな るわ けで ある。 先 に述べ た 「名乗 りの文型 」 や,例 えぱ
「一 のだ」 な ども 「事情説明 の文型」 として捉 えることによって 「文話」
の構成 に とって重要 な 「文」の 「型」 にな りうると言 えよう。
また1こ うした 「文型」は,「表現行 為」 だけではな く,「理解行為」 に
お いて も重要 な意 味 を持 つ 。 あ る 「文」 を 丁文話 」 にお ける 「文」 の
「型」 として把握す ることによ り,そ の 「文」 が 「文話」 にお いて持つ意
味 が明 らかにな 勢,そ の結果,「理解 行為」 の 目的 とも言 える,「相手」 の
「表現意図」 を的確 に理解 するこ となどにつながる と言 えるか らである。
ただ し,「文話」 の構成 に関 わる 「文 」 の 「型」 を理解 す るだけでは・
実 際の 「表現 行為 」・「理解行 為」 を的確 に行 うことはで きない だろ う。
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「人 聞関係 」や 「揚」,「表 現形態」 の特色 な どについて の認識 な しに,的
確 な 「表現行為」や 「理解行為」 は成立 し得 ないのであ る。
教育面 か ら見て,「文型」 は,た しか に重要 な指導 ・学 習項 目の一 つ で
はあるが,「文型」 を中心 に据 えて,「文型」 か ら 「表現行 為」・「理解 行
為」 の指導 ・学習 に入 るのは,「〈言語=行 為>観 」 における 目本語教 育 に
お いては,必 然性 のあ る指導 ・学習方法で ある とは考え られない。先 に も
述ぺ たよ うに 「〈言語=行 為>観 」 にお ける 目本語教 育 において,ま ず考
えなければ な らない 「型」 は,「文話 」 の 「型 」 で ある。「文」 の 「型 」
は,r文 話」 との関わ りにおいて位置 づ けられた ときに,は じめて意 味 を
持 って くると言 え るのである。
お わ り に
以上,大 まかな整理 ではあるが,「〈言語=行 為〉観 」 に基づ く目本語 教
育 にお ける 「文型」 の位置 づけを試 みた,
これ までに も指摘 されて きた,「文型」 の持 つ重要性 と 「文型」 だ けに
囚われて しまうことの危険性 とい う両面性 は,文 型 がr文 」 の型 である と
い う点 か ら必然的 に生 じるこ とである。特 に,「文」 が 「文話」 とは切 り
離 され た ところで扱 われ る場合には,「文型」 の持つ問題点 が顕著 に なる
と言 え巻だ ろう。
「文型」 とい うものが担 う新たな役割 は,「文」 を 「文話」 の中に位 置 づ
けるこ とによ り生 み出 され るかもしれない。 これ は,従 来 の 「表現文型 」
などとい う捉 え方 と共通 する ところもあるか と思 われるが,そ のことに関
す る具体的な考 察,検 討 は今後の課題 としてお きたい。
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